
 

 

 

１ 実践の目的 
 二宮町では、令和５年４月より町内すべ

ての学校が１つの施設分離型小中一貫教育

校『にのみや学園』となった。学園の開校に

向けて、にのみや学園の教職員全員の願い

や想いを紡ぎ、教育目標を次の通り定めた。 

 

 

この教育目標を実現するために、子ども

同士の学び合いや話し合いを中心とした授

業づくりに学園全体で共通性と一貫性をも

って取り組んでいる。学級づくりの基盤や

学習の進め方を揃えることで、子どもたち

が安心して学んだり、進級したりできるよ

うにするとともに、９年間を見通して子ど

もたちに必要な資質・能力の育成を図るこ

とができると考える。 

子どもたちに育みたい資質・能力を学園内

で共通理解を図り、授業づくりを進めるこ

とを大事にしている。 

 授業づくりでは、「何を学ぶか」だけでな

く、「どのように学ぶか」を意識し、知識・

技能だけでなく、思考力・判断力・表現力や

学びに向かう力・人間性を一体的に育てて 

 

 

いくための授業改善を図ることを意識して

いる。 

特に、３年次となる令和５年度において

は、学びに向かう力を高めていくために、以

下の内容も研究の視点に加えて取り組んだ。 

・習得の授業における子どもの主体性 

・日常生活や学校生活との関連付け 

・学習活動や単元全体の目的意識の共有 

 

２ 実践の内容 
（１）研究体制 

今年度も引き続き、二宮町５校統一の講

師として教育力向上アドバイザー吉新一之

氏（元川崎市立川崎小学校長）を迎え、各校

で行われる校内授業研究会に事前検討会を

含めて指導・助言を仰いでいる。 

また、教科の関連が比較的近い「国語・社

会・体育」、「英語・音楽・美術」、「理科・数

学・技術・家庭科」で教科グループを組み、

年間を通じて授業検討を行った。校内授業

研究会ではその教科グループの授業を軸と

して互いに参観した。 

（２）研究授業、研究協議の様子 

 校内授業研究会を１学期に２年生４クラ

ス、２学期前半に３年生３クラス、２学期後

半に１年生２クラスで実施した。各教科の

特性に合わせ「個別最適な習得の授業」を行

うのか、「協働的な知識活用の授業」を行う

のかを選択して構成した授業を、教科グル

ープごとに参観した後、研究協議の時間を

もった。研究協議のテーマは、主題を変えず、

二宮町立二宮中学校 

研究テーマ：９年間を見通した共通性と一貫性のある指導・支援を通した、 

        「学びに向かう力」の醸成と資質・能力を育む指導のあり方(３年次) 

令和５年度かながわ学びづくり実践研究推進校 実践報告 

『認め合い 高め合う 二宮の子』 



 

各学年や実施する教科の実態に応じて段階

的にサブテーマを設定した。 

１学期のサブテーマは「誰一人取り残さ

れない習得の授業のための“汎用的な方法”

を見つける」、２学期前半のサブテーマは

「教科グループごとの授業の視点を共有し、

研究の方向性を考える」、２学期後半のサブ

テーマは「今年度の研究の成果と課題をま

とめ、来年度の学校研究と明日からの授業

へ繋げる」である。 

 授業の様子として、技術科では「個別最適

な習得の授業」として、リトルティーチャー

を立てた自然な教え合いの中で行う“はん

だ付け”習得の授業を行い、１年生の国語で

は、竹取物語の教訓は何かというテーマで

「協働的な知識活用の授業」を行った。どち

らの授業でも教員が生徒の活動を見守るこ

とで、生徒たちが主体的・対話的に授業課題

に取り組むことができた。 

 研究協議では、テーマに沿った話し合い

に全員が積極的に参加する様子が見られた。 

 

３ 実践の成果 
 教科の垣根を越えて自身に無かった視点

を得ることは非常に効果的であることがわ

かった。また、関連性のある教科でグループ

を組むことでイメージがしやすくなり、『○

○という教科だからできる。』といったよう

に自身の授業と切り離して考えることが少

なくなり、校内研究が有意義なものになっ

たと考えられる。 

第２回の研究協議 英・音・美グループのまとめ 

また、問題解決学習を行う上で、子どもた

ちにとって、どの課題が取り組みやすく、積

極的に取り組むことができるのか、教員の

中で、いくつか答えを得る機会となったと

考えられる。 

１年生 国語の授業(竹取物語の教訓は何か)の板書 

 

４今後の展開 
教科グループごとにいくつか課題が出た。

以下の表にまとめる。 

国 

社 

体 

・小グループでの授業を増やし、教え合いや話し合いの

しやすい環境を作りたいが、きちんと身についている

か、話し合いで出た意見を知識としてどのように収束さ

せていけばよいかなどの不安がある。 

数 

理 

技 

家 

・リトルティーチャーを多く立て、SOS を出しやすい

ようにしたいが、なお質問できない生徒をどう救うか。 

・技能を中心とした教科のため、協働的な知識活用の授

業を行うことが困難である。 

英 

音 

美 

・意見の出しやすい雰囲気づくりを学級経営の段階で行

っていく必要がある。 

・積極的に出された意見も発表することだけが目的にな

らないように内容を精査していく必要がある。 

 以上の課題の解決策を検討していくとと

もに、今回設定した教科グループの垣根を

超えた汎用的な教材や手立てを追究するこ

とができれば、すべての教科で『資質・能力

を育成するための主体的・対話的で深い学

び』を実現できると考える。グループの組み

方や、目標設定についてさらなる検討を行

っていきたい。 


